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セ ル ロ ー ス 及 び セ ル ロ

奈 良 女 大 家 政　　　　 沢

ス 誘 導 体 の 構 造 と 力 学 特 性

由 紀　　 ○ 松 生　 勝

〔(社)日本家政学会

目 的　 セ ルD    ― ス の 被 服 材 料 と し て の 適 性 を 組 織 構 造 と 関 連 づ け て 解 析 し 、 そ の 性 能 向

上 の た め の 基 礎 的 知 見 を 得 る こ と を 目 的 と し 、 ラ ミ ー の マ ー セ ル 化 を お こ な い 、 処 理 前 後

の 構 造 並 び に 力 学 的 性 質 の 変 化 を 解 析 し 、 さ ら に セ ル ロ ー ス 誘 導 体 と し て ラ ミ ーか ら 製 造

さ れ た ハ イ ド ロ オ キ シ プ ロ ピ ル セ ルD    ー ス （ Ｈ Ｐ Ｃ ） の 力 学 的 性 質 と の 比 較 検 討 を 加 え た

方 法　 ラ ミ ー は ヤ ン グ 率3    9   G   P   a   ,    破 壊 強 度0    .     9   6   G   P   a の 試 料 を 用 い 、 マ ー セ ル

化 は5    0 ℃ 、2    5 ％ のN    a   O  H 溶 液 に １ 時 間 浸 漬 し て 行 い 、 そ の 後 ３ ０ 時 間 水 洗 し 、 余 分

のN    a   O   H を 除 去 し た. 一 方 Ｈ Ｐ Ｃ は 粉 末 試 料 の5    ％ 水 溶 液 を2    4 時 間 撹 は ん 後 、 約2    0

日 間 乾 燥 さ せ て 、 フ ィ ル ム を 得 た 。H    P   C フ ィ ル ム の 延 伸 は1  8  0  x; で 行 い 延 伸 時 間 は ４

０ 分 と し た 。 マ ー セ ル 化 に よ る 構 造 変 化 は 広 角X  線 写 真 、 電 子 顕 微 鏡 、 及 び 分 子 鎖 に 対 し

垂 直 方 向 の 結 晶 面(040 ） の 配 向 分 布 関 数 を 求 め て 確 認 し た 。 さ ら にX  線 回 折 強 度 ピ ー

ク の 応 力 に 対 す る ず れ よ り 結 晶 弾 性 率 、 並 び に テ ン シ ロ ツ を 用 い て ヤ ン グ 率 を 求 め た 。 ま

た Ｈ Ｐ Ｃ 延 伸 フ ィ ル ム に つ い て は ス ペ ク ト ロ メ ー タ に よ り 複 素 弾 性 率 の 測 定 を お こ な っ た。

結 果　 結 晶 弾 性 率 は 、 結 晶 構 造 の 変 化 に か か わ らｰず ラ ミ ー は1    0   4   G   P   a   , マ ー セ ル 化

ラ ミ ー は1    0   0   G   P   a と ほ ぽ 等 し い 値 と な っ た 。 ま た 二 次 の 配 向 係 数 は 約0    .     6  0    1, マ

ー セ ル 化 ラ ミ ー は 約0.571 で あ り 、 ま た 、 ヤ ン グ 率 は 、 ラ ミ ー が3    8   G   P   a , マ ー セ

ル 化 ラ ミ ー は3    2   G   P   a で あ っ た 。 一 方 、H    P   C  延 伸 フ ィ ル ム に つ い て の 粘 弾 性 ス ペ ク ト

ロ メ ー タ か ら 求 め た ヤ ン グ 率 は 、 最 高 延 伸 倍 率 で も1     0   G   P   a と 天 然 セ ル ロ ー ス の 約 １ ／

４ の 値 し か 得 ら れ な か っ た 。
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ゲ ル お よ び 溶 融 成 膜 さ れ た 延 伸 ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト の

構 造 と 力 学 特 性

奈 良 女 大 家 政　　　　　　 ○ 沢 渡 千 枝　　 松 生　 勝

的　 ヘ ビ ー ・ デ ュ ー テ ィ 衣 料 の 素 材 に は 強 度 、 弾 性 率 、is よ び 耐 熱 性 が 要 求 さ れ る 。

究 で は 、 市 販 の ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ レ ート （ Ｐ Ｅ Ｔ ） よ り も 、 分 子 量 が か な り 高 い

を 用 い てPET 繊 維 の 高 強 力 ・ 高 弾 性 化 へ の 可 能 性 を 検 討 し た 。

法　 Ｐ Ｅ Ｔ 繊 維 の 従 来 か ら の 製 造 法 に 近 似 し た 溶 融 成 膜 非 晶 フ ィ ル ム の 配 向 結 晶 化 法

お よ び 、 ポ リ エ チ レ ン の 高 弾 性 化 に 有 効 な ゲ ル 結 晶 化 一 延 伸 法 に よ っ て 試 料 を 作 成 し た 。

ゲ ル フ ィ ル ム の 熱 延 伸 は2    2   5  ℃ で ５ 分 間 の プ レ ス の の ち 、 窒 素 中 で 行 っ た 。 一 方 、 溶 融

非 晶 フ ィ ル ム は275 ℃ 、0.      014GPa で 加 熱 圧 縮 後 に 急 冷 し 、 ま ず9  0  ℃ 前 後 の 水

中 で 延 仲 し た の ち 、 窒 素 中 で 熱 延 伸 し た 。 得 ら れ た 試 料 の 構 造 は 広 角 お よ び 小 角 Ｘ 線 回 折

法 に よ っ て 解 析 し 、 力 学 的 性 質 は 粘 弾 性 ス ペ ク ト ロ メ ー タ 、 お よ び テ ン シロ ン を も ち い て

比 較 検 討 し た 。 さ ら にPET の 結 晶 固 有 の 弾 性 率 を 測 定 し 検 討 を 加 え た 。

結 果　 ゲ ル 法 に よ っ て 作 成 し た 試 料 の 延 伸 倍 率 は 最 高 で ７ 倍 、 配 向 結 晶 化 法 に よ る 試 科

は2    0 倍 に 達 し た 。 分 子 鎖 の 配 向 度 も 後 者 の ほ う が 優 れ て い る こ と が 広 角X  線 法 に よ っ て

明 ら か に さ れ た 。 動 的 弾 性 率e' は2  0  ℃ で 、 そ れ ぞ れ1    6   G  P   a お よ び1    9   G   P   a と 、 配

向 結 晶 化 法 に よ る 試 料 の ほ う が 高 く 、 こ の 傾 向 は 測 定 温 度 全 域( －5O ℃ ～26O''C ） に

わ た っ て 変 化 し な か っ た 。 な お 破 断 強 度 は ゲ ル 延 伸 試 料 で0.     46GPa,     配 向 結 晶 化 試

料 で0    .     4   8   G   P   a を 得 た 。 こ れ ら の 力 学 特 性 は 現 在 得 ら れ て い る Ｐ Ｅ Ｔ 繊 維 の 最 高 値 に

匹 敵 す る が 、 Ｐ Ｅ Ｔ の 結 晶 固 有 の 弾 性 率(    約1     2   0   G   P   a   ) の1    ／6   程 度 に す ぎ ず 、 延 伸

条 件 の 檎 討 に よ ？ て さ ら 。に 高 強 度 お よ び 高 弾 性 化 を 図 る 余 地 が 残 さ れ て い る 。


